
 

令和３年７月発行 

四日市市教育委員会 

 

四日市市では、7 月 19 日(月)から１２～２４歳への新型コロナワクチン接種券の発送が、順次始まります。 

(１２歳の人は、誕生日の翌月に発送されます。) 接種券が届いたら、同封の説明書をお読みいただき、接種に

ついてご家庭で判断してください。 

現時点での小中学生の年代における新型コロナワクチン接種に係る情報をまとめてお知らせします。 

なお、学校での児童生徒だけを対象とした集団接種は予定していません。 

 

 

Ａ．児童生徒が、医療機関等でワクチン接種を受ける場合、出席停止となり、欠席にはなりません。 

Ａ．副反応であるかどうかにかかわらず、接種後に発熱等の風邪の症状が見られる時には、登校を控え、 

家庭で経過観察をしてください。 出席停止となり、欠席にはなりません。 その他の症状があった場合は、 

ワクチン接種をした医療機関、またはかかりつけ医に連絡をし、指示に従ってください。 

Ａ．ワクチン接種は、強制ではなく任意です。身体的な理由や様々な理由によってワクチン接種のできない人

や接種を望まない人もいます。感染症予防の効果と副反応のリスクの両方を理解したうえで、保護者の

同意のもと、接種を受けるもので、接種の有無により、登校や教育活動を制限することはありません。 

 

【参考】 

≪新型コロナワクチンの児童生徒への接種に関する見解について≫ 

公益社団法人 日本小児科学会予防接種感染症対策委員会 
新型コロナワクチン～子どもならびに子どもに接する成人への接種に対する考え方～ 

  ＵＲＬ：http://www.jpeds.or.jp/uploads/files/20210616__corona.pdf 
 
 

公益社団法人 日本小児科医会 
12 歳以上の小児への新型コロナウイルスワクチン接種についての提言       

  ＵＲＬ：https://www.jpa-web.org/dcms_media/other/Recommendation.21-06-16.pdf 
 
≪四日市市における新型コロナウイルス感染症に係る情報について≫ 

四日市市ＨＰ 

ＵＲＬ：https://www.city.yokkaichi.lg.jp/www/index.html 
 

 
〔新型コロナワクチン接種に関する問い合わせ先 

： 新型コロナウイルスワクチンコールセンター  059-327-5990〕 

新型コロナウイルス感染症に係る予防接種について 

 

健やかな学校生活のために 

四日市市学校感染症だより 

Ｑ１．平日昼間しか予約が取れませんでした。学校は欠席になりますか？ 

Ｑ２．新型コロナワクチン接種後に微熱が出ました。欠席させたほうが良いですか？ 

Ｑ３．新型コロナワクチンは必ず受けないといけませんか？ 

 



【感染症対策 ３つのポイント】           文部科学省『衛生管理マニュアル Ver.６』より 

（１） 感染源を絶つ 
外からウイルスを 

持ち込まない！ 

◇発熱等の症状があれば、 

無理して登校せずに休養を 

（2） 感染経路を絶つ 
ウイルスを 

体に入れない！ 

◇飛沫感染を防ぐ・・・マスク、換気 

◇接触感染を防ぐ・・・手洗い、目・鼻・口を触らない 

（３） 抵抗力を高める 
ウイルスに 

負けない！ 
◇十分な睡眠  ◇適度な運動  ◇バランスの取れた食事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 問い合わせ先 四日市市教育委員会 学校教育課 ℡０５９－３５４－８２５２] 

★ お子さんまたは同居家族の方が 

新型コロナウイルス感染症の検査を受けることになったら連絡を! 
★ 検査結果が分かるまで、お子さんの自宅待機にご協力を！ 

   夏休み中の連絡先はこちら  
 

月～金 学校へ 

小学校 9：00～17:00 

中学校 9：00～17:00 
 

土・日・祝  専用電話へ 

             9:00～17:00   

090-7916-0861 / 080-2642-0967 

 

8/10(火)～8/16(月)【学校閉校期間】 

月～金 教育委員会へ 

9：00～17:00 

059-354-8251 / 059-354-8252 

 

夏休みも健康観察を続けましょう。 
発熱や風邪症状などの体調不良時は、部活動は休み、外出は控えましょう。 

 

※ 『四日市市学校感染症だより』は四日市市ホームページ

でもご覧になれます。 
四日市 感染症だより 

(1)と(2)が注目されがちですが、(3)も大事なポイントです！ 

夏休みも規則正しい生活リズムで過ごしましょう。 

熱中症対策でマスクを外す場合は 

身体的な距離を十分とりましょう。 

 


